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漁船海難発生隻数及び漁船における人身事故者数の推移
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※この内、死亡者１名

　　　　　～漁船海難を減らせ！～
10月1日（火）から10月14日（月）までの間、
「漁船海難防止強化運動」を行いました。
　◆無念！運動期間中の漁船海難ゼロ！を
達成できず。
　10月1日から同月14日までの間､漁船海難の発
生件数を減少させるため､漁業関係者を対象に
「漁船海難防止強化運動」を実施しました。
　本期間中に発生した漁船海難隻数は５隻で、
内訳は衝突２隻､運航阻害１隻､機関故障１隻､
火災１隻でした。
　海難原因は衝突が見張り不十分と操船不適
切、運航阻害が無人航行(乗船者転落)､機関故
障が整備不良､火災が漏電でした。
（平成24年の同期間中の漁船海難は３隻）

　　　【運動中の海難事例】
　　　 ～漁船同士の衝突～
漁船Ａ丸(1名乗り)は、操業を終え
て航行中のところ、自船を右側から
追い越す小型船を注視するあまり、
前方の見張りがおろそかになり、漂
泊していた漁船Ｂ丸に気付くことな
く衝突しました。一方、漂泊してい
た漁船Ｂ丸(1名乗り)は、自船に接
近してくるＡ丸を確認していたので
すが、相手船が避けてくれるだろう
と臆断したため、避航動作が遅れて
Ａ丸と衝突しました。

 平成25年の漁船海難は､10月末現在
で125隻、このうち衝突が42隻と1番
多く発生しています。
 ★見張りの励行 ★早めの避航
を徹底しましょう！

　　　　お父さんお帰りなさい！
～あなたの安全は家族みんなの願いです～
　　　　   漁船海難ゼロ！！


